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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月21日(2021.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
表面処理剤が付着してなるグラフェン粉末であって、
サイクリックボルタンメトリーにおいて、電極電位を開回路状態から金属リチウム基準で
５．０Ｖまで掃引した場合に、金属リチウム基準で酸化電位が４．３Ｖ以上４．９Ｖ以下
であるグラフェン粉末。
【請求項２】
前記表面処理剤が、フェノール性ヒドロキシ基を有しないベンゼン系芳香族化合物または
その中和塩、シランカップリング剤、またはカチオン化剤である、請求項１に記載のグラ
フェン粉末。
【請求項３】
前記表面処理剤が、アミノ基を有し、フェノール性ヒドロキシ基を有しないベンゼン系芳
香族化合物である、請求項２に記載のグラフェン粉末。
【請求項４】
前記ベンゼン系芳香族化合物の縮合数が１以上４以下である、請求項３に記載のグラフェ
ン粉末。
【請求項５】
前記表面処理剤が、アミノ基とアルコキシシリル基を有するシランカップリング剤である
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、請求項２に記載のグラフェン粉末。
【請求項６】
前記表面処理剤が、第一級アミノ基（－ＮＨ２）、第二級アミノ基（－ＮＨＲ１）、又は
第三級アミノ基（－ＮＲ１Ｒ２）、イミノ基（＝ＮＨ）、イミド基（－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ
－Ｃ（＝Ｏ）－）、アミド基（－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ－）、のうち少なくとも１種類以上有す
るカチオン性高分子化合物である、請求項２に記載のグラフェン粉末。
【請求項７】
前記カチオン性高分子化合物の数平均分子量が５００以上５０００以下である、請求項６
に記載のグラフェン粉末。
【請求項８】
請求項１から７のいずれかに記載のグラフェン粉末と、さらにカーボンナノチューブを含
む、リチウムイオン電池用導電助剤。
【請求項９】
前記カーボンナノチューブが、直径３ｎｍ以上５０ｎｍ以下、繊維長１０μｍ以上５０μ
ｍ以下のカーボンナノチューブである、請求項８に記載のリチウムイオン電池用導電助剤
。
【請求項１０】
請求項１から７のいずれかに記載のグラフェン粉末または請求項８もしくは９に記載のリ
チウムイオン電池用導電助剤が有機溶媒に分散されてなるグラフェン粉末／有機溶媒分散
液。
【請求項１１】
請求項１から７のいずれかに記載のグラフェン粉末または請求項８もしくは９に記載のリ
チウムイオン電池用導電助剤と電極活物質粒子とが複合化してなるグラフェン－電極活物
質複合体粒子。
【請求項１２】
請求項１から７のいずれかに記載のグラフェン粉末または請求項８もしくは９に記載のリ
チウムイオン電池用導電助剤と、電極活物質粒子およびバインダーを含む電極ペースト。
【請求項１３】
請求項１から７のいずれかに記載のグラフェン粉末または請求項８もしくは９に記載のリ
チウムイオン電池用導電助剤と、電極活物質粒子およびバインダーを含む電極。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　［実施例５］
　１５００メッシュの天然黒鉛粉末（上海一帆石墨有限会社）を原料として、氷浴中の１
０ｇの天然黒鉛粉末に、２２０ｍｌの９８％濃硫酸、５ｇの硝酸ナトリウム、３０ｇの過
マンガン酸カリウムを入れ、１時間機械攪拌し、混合液の温度は２０℃以下で保持した。
この混合液を氷浴から取り出し、３５℃水浴中で４時間攪拌反応し、その後イオン交換水
５００ｍｌを入れて得られた懸濁液を９０℃で更に１５分反応を行った。最後に６００ｍ
ｌのイオン交換水と５０ｍｌの過酸化水素を入れ、５分間の反応を行い、酸化グラフェン
分散液を得た。熱いうちにこれを濾過し、希塩酸溶液で金属イオンを洗浄し、イオン交換
水で酸を洗浄し、ｐＨが７になるまで洗浄を繰り返して酸化グラフェンゲルを調製した。
調製した酸化グラフェンゲルの、Ｘ線光電子分光法により測定される酸素原子の炭素原子
に対する元素比は０．５３であった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　以下の実施例および比較例において引用する実施例１および実施例３は、それぞれ実施
例５および実施例７に読み替えるものとする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
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